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お 知 ら せ

梅雨時期前の法面点検について
　

～松江自動車道（吉田掛合ＩＣ～三刀屋木次ＩＣ間）～

　松江国道事務所では、梅雨期の集中豪雨が多く発生する時期を控え、
法面点検を実施しています。
　松江自動車道（吉田掛合ＩＣ～三刀屋木次ＩＣ間）の法面点検を実
施したところ、５月３１日に吉田掛合ＩＣから北２ｋｍ付近の切土法
面に変状を発見し、学識経験者を含めた詳細点検を本日（６月１日）
実施しました。
　点検結果については、法面の小段にクラックが見られるものの、法
面の変状が進行する状況ではないため、下記の対応を行うこととしま
したので、お知らせします。
　なお、当面監視体制を取りつつ、通行止めができる体制とします。
　また、残りの区間についても引き続き点検を実施していく予定です。
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■当面の対応

　①小段部分に雨水を遮断するシートを設置。

　②変位を確認するための伸縮計を設置。

■今後の対応

　①地質調査の実施。

　②対策工事の実施。

 調査内容については、別紙をご覧ください。

　なお、今後の状況により、通行規制を実施する場合がありますので、

ご理解・ご協力をよろしくお願いします。
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■学識経験者の見解
・法面全体の大きなすべり形態ではないと考えら
　れる。
・今後の調査は、ボーリングも含めて谷部を確認
　することが有効である。
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